
ー
〇
二
ー

まつのやま（12）

入
札
結
果

▽
産
第
四
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
二
〇
万
円

▽
産
第
四
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
産
第
四
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
新
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
四
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
曽
根
地
区
〉

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
四
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
曽
根
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
五
万
円

▽
産
第
四
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
松
口
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
九
五
万
円

▽
産
第
四
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
三
桶
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
七
五
万
円

▽
産
第
四
十
八
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
産
第
四
十
九
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
田
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

▽
産
第
五
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
パ
天
水
越
地
区
）

　
高
僑
組
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円

春の火災予防運動

日～7日まで4月

怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」

ご家庭の方へお願い

　火災から大切な命や財産を守るため、次のことに心

がけてください。

1、幼児・老人・身体の不自由な人だけを残して外出

　しない。

2、タバコ火災を防ぐため、吸いがらの確実な後始末、

　寝タバコはしない習慣を！

3、天ぷら油火災を防ぐため、料理中は絶対にその場を

離れない。離れるときは火を消して。

4、風呂の空だき火災を防ぐため、火をつける前に水

　量の点検を忘れずに。

消火器の悪質な訪問販売にご注意を！

消火器の悪質な訪問販売にご注意を！

▽
産
第
五
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
二
二
五
万
円

▽
産
第
五
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
六
五
万
円

▽
産
第
五
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
皿
七
五
万
円

▽
産
第
五
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
一
二
〇
万
円

▽
産
第
五
十
八
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
新
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
産
第
五
十
九
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
五
六
〇
万
円

▽
産
第
六
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
（
湯
山
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
七
〇
万
円

▽
産
第
六
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
猪
之
名
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
｝
八
O
万
円

▽
産
第
六
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
四
五
万
円

▽
産
第
六
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
農
地
保
全
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
八
五
万
円

こ
よ
ゐ

432▼日日日二二
月
の
で
き
ご
と

6
日

7
日

201817
日　日　日

272623
日　日　日

28
日

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
会

国
保
運
営
協
議
会

議
会
総
民
委
員
会

（
5
日
ま
で
）

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
議

県
の
災
害
救
助
条
例
延
長

（
1
5
日
ま
で
）

国
の
災
害
救
助
法
適
用

（
1
6
日
ま
で
）

確
定
申
告
納
税
相
談

選
挙
管
理
委
員
会

杜
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

国
民
年
金
委
員
研
修
会

ス
キ
ー
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

総
合
計
画
審
議
会

安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

業
式
農
業
委
員
会
総
会

町
民
生
委
員
協
議
会

▼
三
月
の
予
定

6
日

31　2823201916
日　日　日　日　日　日

議
会
定
例
会

（
－
o
日
ま
で
）

ス
キ
ー
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

労
働
賃
金
協
定
会

保
健
対
策
推
進
協
議
会

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

議
会
臨
時
会

県
知
事
選
挙
告
示

農
業
委
員
会
総
会

、
鞍

の7

コ
ヤ
，

臨

19864月号（，、122）

4月1目現在　［コ総人口4，318人（一109）口男2

（）内は3月1日との比較



ー
等
一
ー

まつのやま（2）

昭和61年度一般会計予算

昭
和
六
十
年
度
当
初
よ
り

　
　
　
　
　
　
四
・
七
％
の
増
！

　
本
年
度
の
｝
般
会
計
予
算
が
三

月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、
前
年

当
初
予
算
よ
り
｝
億
七
五
五
万
七

千
円
多
い
総
額
二
三
億
九
、
九
八

一
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
前
年
比
で
四
・
七
％
の
伸
び

と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
の
丙
訳
で
は
、
地
方
交
付

税
が
前
年
度
よ
り
四
、
七
〇
〇
万

円
多
い
、
｝
｝
億
二
、
二
〇
〇
万

円
で
全
体
の
四
六
・
八
％
を
占
め
、

特別会計予算
3億4，423万2千円
2億2，689万6千円

2億1，500万1千円

　5，708万9千円

　4，672万5千円

国保事業勘定
老人保健

診療所勘定

簡易水道

農業共済

続
い
て
県
支
出
金
が
一
三
・
七
％

町
債
は
三
、
七
三
〇
万
円
減
で
一

〇
．
四
％
、
国
庫
支
出
金
は
松
之

山
小
学
校
の
改
築
に
と
も
な
い
、

四
、
五
〇
〇
万
円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
農
林
水
産
業
費
で

前
年
度
大
厳
寺
高
原
、
、
ハ
ー
ド
ガ
ー

デ
ン
の
完
成
に
よ
り
二
、
八
O
O

万
円
の
減
、
土
木
費
で
は
特
改
事

業
、
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
の

｛
、
兀
了
等
に
よ
り
三
、
｝
O
O
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
教
育

費
で
は
松
之
山
小
学
校
改
築
等
で

八
、
O
O
O
万
円
の
増
を
日
一
取
高
に

各
項
目
で
わ
ず
か
づ
つ
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
借
金
返
済
の
公
債
費
が
前
年
よ

り
二
、
O
O
O
万
円
多
く
、
全
体

の
一
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
末
の
起
債
見
込
み
総
額

は
二
六
億
五
干
万
円
を
越
え
、
町

民
一
人
当
り
約
五
九
万
円
の
借
金

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
本
年
度
の
公
債
費
の
返
済
は
、
兀

金
が
約
二
億
二
、
O
O
O
万
円
、

利
子
が
一
億
九
、
O
O
O
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

圖　　　　　農林水産業費　　　　　　　　　　5億6，693万6千円
　　　　　　　　　　　　　（23．6％）

　　　　公債費　4億1，039万8千円
　　　　　　　　　　　　（17．1％）

　　　土木費　3億3，344万8千円
　　　　　　　　　　　（13．9％）

　　教育費　　3億3，040万5千円
　　　　　　　　　（13．8％）

　総務費　　2億1，512万8千円
　　　　　　　　（19，0％）

地方交付税

　　　　　　　　11億2，200万円

　　　　　　　　　　　　（46．8％）

肉

　　　民生費　1億3，069万9下円
　　　　　　　　　　　（5．5％）　　商工費8，528万4千円
　　災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　（3．6％）
　　1億1，369万8千円（4．7％）　　消防費7，435万8千円
　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　　　　　　（3．1％）
　　　　　　　　　　　　　　　　衛生費7，2716万6干円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．0％）

　　　　　　　　　　　　　　　　議会費5，381万4千円
　　　　　　　　　　　　　　労働費ほか1，293万3千円
合計23億9，981万7千円　　　 （0．5％）

　　　　　県支出金
　　　　　　　　3億2，905万8モ円
　　　　　　　　　　　　（13．7％）

　　　　町債2億5，020万円
　　　　　　　　　　　（10．4％）

　　　繰越金ほか
　　　　　　2億2，528万1千円
　　　　　　　　　　　（9．4％）

　町　　税
　　1億6，863万1干円（7．0％）

分担金及び負担金
　1億6，729万9千円（7．O％）

国庫支出金
1｛意3，734ブヲ8 干」円（5．7％）

合計23億9，981万7千円

（3）まつのやま

俸の
多括畔多

　　　ワス
撒学級1困　傾
　　　ク1

書　　　　　　　i所 撹聴覚室　所

｝
体

スドル　膨 下　　水　多　　　　トル　腐 下　水　下

ワーク　・スペース

　　1［　 「

ワーク・スペース1ワーク・スペー

　　「 　1 　閲1
1瞬

罰　は
　
R
　
　
グ

　
　
　
『
ノ

　
　
　
一
フ

　
闘
　
　
ぺ

　
ほ
猶
ダ
　
ー
∬

藷
⊥
．
・L

「
ビ
ュ
ー
テ
フ
ル
ふ
る
里
」
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
目
も
活
発
に

▽
県
知
事
・
参
議
貝
選
挙
で

　
　
　
　
　
　
　
五
三
〇
万
円

▽
心
の
健
康
教
室
　
　
二
五
万
円

．
▽
五
十
子
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
工
事
・
木
造
二
階
建
八
七
㎡

　
　
　
　
　
　
一
、
｝
．
五
九
万
円

▽
大
厳
寺
高
原
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ

　
ー
リ
フ
ト
一
一
基

　
　
　
　
　
　
一
、
三
七
〇
万
円

　　　　　　新校舎平面図

八
⊥
パ
七
万
円

松之山小学校

　　新校舎建築
O
小
沢
東
山
線
　
　
　
五
〇
〇
麿

○
菱
ケ
、
岳
線
　
　
　
　
．
五
〇
〇
后

▽
林
道
開
設
　
］
、
九
九
四
万
円

○
牛
ケ
鼻
・
浦
田
線
　
五
〇
〇
屑

▽
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金

　
留
山
ダ
ム
　
｝
億
五
〇
〇
万
円

▽
県
営
農
免
農
道
整
備
事
業
負
担

　
金
（
中
尾
）
一
、
〇
七
〇
万
円

▽
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
（
田
な
ら
し
・
農
道
・
水
路
）

　
　
　
　
　
　
　
六
三
一
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
三
、
五
二
一
万
円

▽
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
（
松
里
地
区
用
水
関
係
）

　
　
　
　
　
五
、
八
〇
九
万
円

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整

　
備
　
　
一
億
一
、
三
三
八
万
円

　
（
中
坪
地
区
ホ
場
・
用
水
路
整
備
）

▽
兎
口
一
号
井
配
管
工
事

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▽
鏡
ケ
池
復
、
兀
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
八
〇
九
万
円

　
（
池
造
形
・
広
場
修
景
）

▽
ス
キ
ー
場
建
設
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
七
四
四
万
円

　
（
ゲ
レ
ン
デ
造
成
・
水
路
工
事
）

▽
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
】
、
二
〇
〇
万
円

▽
町
道
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
一
億
二
八
万
円

※
改
良

○
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
〇
麿

O
坪
野
・
赤
倉
線
　
　
二
三
四
㌶

○
西
沢
∵
牛
ケ
・
鼻
線
　
二
六
〇
肩

o
北
浦
田
ス
キ
ー
場
線
｝
一
二
溜

※
舗
装

〇
三
省
校
大
荒
戸
線
　
一
六
〇
屑

o
上
川
手
，
線
　
　
　
　
二
六
七
材

O
崩
田
・
田
麦
立
線
　
四
九
〇
屑

▽
特
改
事
業

※
町
道
改
良
（
特
一
）

○
湯
本
・
兎
口
線
　
　
一
六
〇
屑

※
町
道
舗
装

○
松
口
・
松
之
山
線
　
四
】
O
眉

○
大
荒
戸
・
松
代
線
　
五
七
〇
后

▽
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
↓
台

春スキーもバッチリ！

　大厳寺高原に
スーパースターリフト

基一
一

松之山小学校　校舎全景

　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

▽
防
火
水
槽
三
基
　
七
五
〇
万
円

▽
防
火
水
槽
蓋
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

▽
小
型
ポ
ン
プ
　
ニ
台

　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
建
設
事
業
費

　
　
　
　
一
億
五
、
七
九
〇
万
円

▽
団
体
営
農
地
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
王
、
七
六
八
万
円

▽
県
営
委
託
農
業
用
施
設
災
害
復

　
旧
費
　
　
　
五
、
七
五
九
万
円
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等
一
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まつのやま（2）

昭和61年度一般会計予算

昭
和
六
十
年
度
当
初
よ
り

　
　
　
　
　
　
四
・
七
％
の
増
！

　
本
年
度
の
｝
般
会
計
予
算
が
三

月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、
前
年

当
初
予
算
よ
り
｝
億
七
五
五
万
七

千
円
多
い
総
額
二
三
億
九
、
九
八

一
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
前
年
比
で
四
・
七
％
の
伸
び

と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
の
丙
訳
で
は
、
地
方
交
付

税
が
前
年
度
よ
り
四
、
七
〇
〇
万

円
多
い
、
｝
｝
億
二
、
二
〇
〇
万

円
で
全
体
の
四
六
・
八
％
を
占
め
、

特別会計予算
3億4，423万2千円
2億2，689万6千円

2億1，500万1千円

　5，708万9千円

　4，672万5千円

国保事業勘定
老人保健

診療所勘定

簡易水道

農業共済

続
い
て
県
支
出
金
が
一
三
・
七
％

町
債
は
三
、
七
三
〇
万
円
減
で
一

〇
．
四
％
、
国
庫
支
出
金
は
松
之

山
小
学
校
の
改
築
に
と
も
な
い
、

四
、
五
〇
〇
万
円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
農
林
水
産
業
費
で

前
年
度
大
厳
寺
高
原
、
、
ハ
ー
ド
ガ
ー

デ
ン
の
完
成
に
よ
り
二
、
八
O
O

万
円
の
減
、
土
木
費
で
は
特
改
事

業
、
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
の

｛
、
兀
了
等
に
よ
り
三
、
｝
O
O
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
教
育

費
で
は
松
之
山
小
学
校
改
築
等
で

八
、
O
O
O
万
円
の
増
を
日
一
取
高
に

各
項
目
で
わ
ず
か
づ
つ
増
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
借
金
返
済
の
公
債
費
が
前
年
よ

り
二
、
O
O
O
万
円
多
く
、
全
体

の
一
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
末
の
起
債
見
込
み
総
額

は
二
六
億
五
干
万
円
を
越
え
、
町

民
一
人
当
り
約
五
九
万
円
の
借
金

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
本
年
度
の
公
債
費
の
返
済
は
、
兀

金
が
約
二
億
二
、
O
O
O
万
円
、

利
子
が
一
億
九
、
O
O
O
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

圖　　　　　農林水産業費　　　　　　　　　　5億6，693万6千円
　　　　　　　　　　　　　（23．6％）

　　　　公債費　4億1，039万8千円
　　　　　　　　　　　　（17．1％）

　　　土木費　3億3，344万8千円
　　　　　　　　　　　（13．9％）

　　教育費　　3億3，040万5千円
　　　　　　　　　（13．8％）

　総務費　　2億1，512万8千円
　　　　　　　　（19，0％）

地方交付税

　　　　　　　　11億2，200万円

　　　　　　　　　　　　（46．8％）

肉

　　　民生費　1億3，069万9下円
　　　　　　　　　　　（5．5％）　　商工費8，528万4千円
　　災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　（3．6％）
　　1億1，369万8千円（4．7％）　　消防費7，435万8千円
　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　　　　　　（3．1％）
　　　　　　　　　　　　　　　　衛生費7，2716万6干円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．0％）

　　　　　　　　　　　　　　　　議会費5，381万4千円
　　　　　　　　　　　　　　労働費ほか1，293万3千円
合計23億9，981万7千円　　　 （0．5％）

　　　　　県支出金
　　　　　　　　3億2，905万8モ円
　　　　　　　　　　　　（13．7％）

　　　　町債2億5，020万円
　　　　　　　　　　　（10．4％）

　　　繰越金ほか
　　　　　　2億2，528万1千円
　　　　　　　　　　　（9．4％）

　町　　税
　　1億6，863万1干円（7．0％）

分担金及び負担金
　1億6，729万9千円（7．O％）

国庫支出金
1｛意3，734ブヲ8 干」円（5．7％）

合計23億9，981万7千円

（3）まつのやま
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に

▽
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五
三
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万
円

▽
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の
健
康
教
室
　
　
二
五
万
円

．
▽
五
十
子
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
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事
・
木
造
二
階
建
八
七
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一
、
｝
．
五
九
万
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▽
大
厳
寺
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原
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ

　
ー
リ
フ
ト
一
一
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一
、
三
七
〇
万
円

　　　　　　新校舎平面図
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パ
七
万
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松之山小学校

　　新校舎建築
O
小
沢
東
山
線
　
　
　
五
〇
〇
麿

○
菱
ケ
、
岳
線
　
　
　
　
．
五
〇
〇
后

▽
林
道
開
設
　
］
、
九
九
四
万
円

○
牛
ケ
鼻
・
浦
田
線
　
五
〇
〇
屑

▽
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
負
担
金

　
留
山
ダ
ム
　
｝
億
五
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万
円

▽
県
営
農
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農
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整
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〇
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▽
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土
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助
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田
な
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六
三
一
万
円
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農
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五
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団
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五
、
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▽
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ホ
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億
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三
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▽
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后

▽
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台
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▽
団
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▽
県
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円
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まつのやま（4）

昭和61年

3月定例議会

　
昭
和
六
十
一
年
第
一
回
の
｛
疋
例

町
議
会
が
、
三
月
六
日
～
八
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
六
十
一

年
度
の
予
算
、
及
び
、
六
十
年
度

の
補
正
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
は

二
、
三
ペ
ー
．
シ
に
掲
載
し
ま
し
た

が
、
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
伸
び

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
下
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
．　
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
で

は
、
第
六
回
目
の
補
正
が
行
わ
れ
、

三
、
　
一
八
九
万
三
千
円
追
加
し
総

額
二
五
億
二
、
．
五
八
八
万
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

豪
雪
災
害
救
助
法
と
条
例
で
約
二

二
〇
万
円
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
今
年
四
月
一
日
よ
り

町
の
消
防
委
貝
会
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
町
議
会
議

員
の
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
多
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
”
議
会
報
”
を
年
二
回
の
予
定

で
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
定
例
議
会
で
は
．
五
人
の
議

員
さ
ん
が
一
般
質
問
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
議
会

報
創
刊
号
の
中
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
．

入

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳出歳3億4，423万円
国庫支出金

1億4，463万円

　（42．0％）

国民健康保険税『

1億638万円
　（30．9％）

一部負担金＿
　5，056万円
　（14．7％）

その他
　4，266万円
　（12．4％）

イ呆険糸合イ寸費

2億2，344万円
　　（64．9％）

老人保険拠出金

　7，760万円
　（22．5％）

その他
　4，3197テμ」

　（12．6％）

施政方針演説をする村山町長

入

老
人
保
健
特
別
会
計

出　　　歳
2億2，689万円

支払基金交付金

1億5，861万円

　（69．9％）

国庫支出金
一4，523フ∫「11｝

　（19．9％）

その他
　2，305ノゴ円
　（10．2％）

歳

医療諸費

2億2，631万円
　（99．74％）

その他
　　　　581万
　　（0．26％

入

筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計

出　　歳
5，708万円

歳

使用料及び
　　　手数料

　4，808万円

　（84．2％）

繰入金
　　8σ石’万円

　（14．0％）

その他
　　100万円
　　（1．8％）

水道施設費

　2，974万円
　（52．1％）

公債費

　　2，634万円

　　　（46．1％）

その他
　　100万円
　　（1．8％）・

入

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

出　　　　歳
4．672万円

事業収入
　　4，026力’Ill

　　（86．7％）

その他
　　646万円
　（13．8％）

歳

事業費用

　　4，626万円

　　　（99．O％）

その他
　　　46万円
　　（1．O％）

（5）まつのやま

第3回スキーカーニバル
　　　　雨にも負けず

　　　　　　にぎやかに！

ボブスレーを楽しむ女の子

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
ス
キ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
三
月
二
十
三

日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
模
様
と
な
り
、
お
客
さ
ん
の

出
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

し
い
企
画
も
あ
っ
た
せ
い
か
ま
ず

ま
ず
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　
味
の
名
店
街
で
は
、
地
．
兀
の
味

を
是
非
ど
う
ぞ
と
エ
プ
ロ
ン
姿
の

お
母
さ
ん
方
が
大
奮
闘
、
用
意
し

た
物
も
全
部
な
く
な
り
ホ
ッ
と
し

た
箏
で
し
よ
う
。

　
チ
ビ
ッ
子
達
の
ボ
ブ
ス
レ
■
会

場
も
本
格
的
な
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
、

び
し
ょ
く
に
な
り
な
が
ら
元
気

に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
の
が
、
今
年
か
ら
始
め
た
”
酒

一
升
早
飲
み
レ
ー
ス
”
、
十
チ
ー

ム
の
予
定
が
七
チ
ー
ム
に
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
ス
ト
ロ
ー
で

真
剣
に
酒
を
飲
む
姿
は
と
て
も
ユ

ー
モ
ラ
ス
で
、
見
て
い
る
人
達
の

方
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

ち
な
み
に
一
位
は
M
M
M
バ
ン
”
ト

の
八
人
で
、
タ
イ
ム
が
三
分
二
十

六
秒
で
し
た
．

　
来
年
は
、
こ
の
記
録
を
破
る
チ

ー
ム
が
出
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
な

た
も
チ
ー
ム
を
作
っ
て
是
非
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
テ
ー
．
シ
を
盛
リ
あ
げ
て
く
れ

た
地
元
の
．
．
ハ
ン
．
ト
の
み
な
さ
ん
、

大
島
か
ら
来
て
く
れ
た
新
堀
ギ
タ

ー
学
院
の
み
な
さ
ん
、
そ
の
ほ
か

力
ー
ニ
バ
ル
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
”
こ

ざ
い
ま
し
た
．

7
・璽

衰1命殖

認
戯

響喚　　　　　　　　、
にぎわう味の名店街

ン
一

今年もステージを盛りあげてくれた新堀ギターの

みなさん

酒一升早飲みリレー優勝したM　M　Mバンド

の酒豪たち。
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催
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に
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ま
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が
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前
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よ
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か
に
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い
ま
す
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特
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は
下
の
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の
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う
に
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す
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和
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十
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の
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で

は
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第
六
回
目
の
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正
が
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三
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追
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し
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五
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五
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。
こ
の
中
に
は
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豪
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災
害
救
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法
と
条
例
で
約
二

二
〇
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円
支
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て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
今
年
四
月
一
日
よ
り

町
の
消
防
委
貝
会
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
町
議
会
議

員
の
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
多
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
”
議
会
報
”
を
年
二
回
の
予
定

で
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
定
例
議
会
で
は
．
五
人
の
議

員
さ
ん
が
一
般
質
問
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
議
会

報
創
刊
号
の
中
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
．

入

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳出歳3億4，423万円
国庫支出金

1億4，463万円

　（42．0％）

国民健康保険税『

1億638万円
　（30．9％）

一部負担金＿
　5，056万円
　（14．7％）

その他
　4，266万円
　（12．4％）

イ呆険糸合イ寸費

2億2，344万円
　　（64．9％）

老人保険拠出金

　7，760万円
　（22．5％）

その他
　4，3197テμ」

　（12．6％）

施政方針演説をする村山町長

入

老
人
保
健
特
別
会
計

出　　　歳
2億2，689万円

支払基金交付金

1億5，861万円

　（69．9％）

国庫支出金
一4，523フ∫「11｝

　（19．9％）

その他
　2，305ノゴ円
　（10．2％）

歳

医療諸費

2億2，631万円
　（99．74％）

その他
　　　　581万
　　（0．26％

入

筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計

出　　歳
5，708万円

歳

使用料及び
　　　手数料

　4，808万円

　（84．2％）

繰入金
　　8σ石’万円

　（14．0％）

その他
　　100万円
　　（1．8％）

水道施設費

　2，974万円
　（52．1％）

公債費

　　2，634万円

　　　（46．1％）

その他
　　100万円
　　（1．8％）・

入

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

出　　　　歳
4．672万円

事業収入
　　4，026力’Ill

　　（86．7％）

その他
　　646万円
　（13．8％）

歳

事業費用

　　4，626万円

　　　（99．O％）

その他
　　　46万円
　　（1．O％）

（5）まつのやま

第3回スキーカーニバル
　　　　雨にも負けず

　　　　　　にぎやかに！

ボブスレーを楽しむ女の子

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
ス
キ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、
三
月
二
十
三

日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
雨
模
様
と
な
り
、
お
客
さ
ん
の

出
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

し
い
企
画
も
あ
っ
た
せ
い
か
ま
ず

ま
ず
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　
味
の
名
店
街
で
は
、
地
．
兀
の
味

を
是
非
ど
う
ぞ
と
エ
プ
ロ
ン
姿
の

お
母
さ
ん
方
が
大
奮
闘
、
用
意
し

た
物
も
全
部
な
く
な
り
ホ
ッ
と
し

た
箏
で
し
よ
う
。

　
チ
ビ
ッ
子
達
の
ボ
ブ
ス
レ
■
会

場
も
本
格
的
な
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
、

び
し
ょ
く
に
な
り
な
が
ら
元
気

に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
の
が
、
今
年
か
ら
始
め
た
”
酒

一
升
早
飲
み
レ
ー
ス
”
、
十
チ
ー

ム
の
予
定
が
七
チ
ー
ム
に
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
ス
ト
ロ
ー
で

真
剣
に
酒
を
飲
む
姿
は
と
て
も
ユ

ー
モ
ラ
ス
で
、
見
て
い
る
人
達
の

方
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

ち
な
み
に
一
位
は
M
M
M
バ
ン
”
ト

の
八
人
で
、
タ
イ
ム
が
三
分
二
十

六
秒
で
し
た
．

　
来
年
は
、
こ
の
記
録
を
破
る
チ

ー
ム
が
出
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
な

た
も
チ
ー
ム
を
作
っ
て
是
非
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
テ
ー
．
シ
を
盛
リ
あ
げ
て
く
れ

た
地
元
の
．
．
ハ
ン
．
ト
の
み
な
さ
ん
、

大
島
か
ら
来
て
く
れ
た
新
堀
ギ
タ

ー
学
院
の
み
な
さ
ん
、
そ
の
ほ
か

力
ー
ニ
バ
ル
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
”
こ

ざ
い
ま
し
た
．

7
・璽

衰1命殖

認
戯

響喚　　　　　　　　、
にぎわう味の名店街

ン
一

今年もステージを盛りあげてくれた新堀ギターの

みなさん

酒一升早飲みリレー優勝したM　M　Mバンド

の酒豪たち。
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建立に向けて

　
松
之
山
の
自
然
や
人
情
を
こ
よ

な
く
愛
し
た
文
豪
に
「
心
の
宿
り

碑
」
を
建
て
、
こ
の
文
豪
に
続
い

て
現
代
に
お
い
て
も
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
々
か
ら
松
之
山
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
観
光
や
、
文
化

の
交
流
を
深
め
る
中
で
、
新
た
な

地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
こ
の
事
業
は
、
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

事
業
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
代
表
発
起
人
の

方
々
を
猶
、
』
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
文
学
碑
建
立
委
員
長

　
村
山
政
光
（
松
之
山
町
長
）

▽
代
表
発
起
人
　
　
（
五
十
音
順
）

　
相
原
昭
男
（
新
潟
三
越
社
長
）

　
石
川
　
淳
（
作
　
家
）

　
坂
口
三
千
代
（
安
吾
氏
未
亡
人
）

　
平
山
敏
雄
（
新
潟
日
報
社
長
）

　
松
本
清
張
（
作
　
家
）

　
村
山
政
光
（
松
之
山
町
長
）

▽
地
元
代
表
発
起
人
（
五
十
音
順
）

　
相
沢
達
雄
（
文
化
協
会
会
長
）

　
大
見
勝
平
（
教
育
委
員
長
）

　
久
保
田
達
司
（
教
育
長
）

　
佐
藤
利
幸
（
町
議
会
議
員
）

　
保
坂
武
雄
（
町
議
会
議
員
）

　
本
山
一
夫
（
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
代
表
発
起
人
が
定
ま
り
、
具
体

的
に
文
学
碑
の
建
立
に
向
け
て
要

綱
や
、
会
則
な
ど
が
決
ま
り
ま
し

た
。　
町
内
の
募
金
活
動
は
六
月
以
降

開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
坂
口
安
吾
文
学
碑
建
立
要
綱

｝
、
建
立
場
所
　
松
之
山
町

二
、
碑
文

　
夏
が
来
て
、
あ
の
う
ら
う
ら
と

　
浮
く
綿
の
よ
う
な
雲
を
見
る
と

　
山
岳
へ
浸
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

　
い
。
　
　
　
（
黒
谷
村
よ
り
）

三
、

．五、四、
、
、

’
／　
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
会
員
と
な
ら
れ
た
方
へ

　
e
、
お
名
前
を
碑
の
中
に
永
久
．

　
　
に
と
ど
め
ま
す
。

　
0
、
記
念
品
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

建
碑
の
予
定
年
月

昭
和
六
十
二
年
（
予
定
）

建
碑
の
経
費
　
五
百
万
円

募
金

個
人
一
口
　
千
円

法
人
｝
口
　
一
万
円

　
　
（
幾
口
に
て
も
可
）

会
費
を
納
入
し
た
方
は
発
起

ニ
サ
ン
、
昭和22年蒲田で執筆中の安吾氏

野鳥を
可愛いがりましょう9

　
野
鳥
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
素

晴
し
い
こ
と
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
自
然
の

し
く
み
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
野
鳥
を
勝
手
に
捕
え
た

り
、
巣
の
中
か
ら
卵
や
。
ヒ
ナ
”

を
と
っ
た
り
、
飼
っ
た
り
す
る
不

心
得
者
が
お
り
憂
慮
に
た
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
野
鳥
を
つ
か
ま
え
た
り
、
飼
う

た
め
に
は
知
事
や
環
境
庁
長
官
の

許
可
が
必
要
で
す
．

　
】
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
鳥
を

愛
す
る
滴
養
力
を
高
め
、
烏
た
ち

と
共
存
で
き
る
楽
し
い
我
が
郷
土

東
頸
城
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ

う
。　
（
大
島
保
健
所
・
環
境
衛
生
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い

　
　
　
　
　
　
　
駕

趨
．
．

三

c

鴨

σ）まつのやま

　
今
、
松
之
山
町
は
過
疎
で
悩
ん

で
い
る
。
だ
ん
だ
ん
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
の
が
目
に
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。

　
「
ま
た
、
あ
こ
ん
し
ょ
も
い
か

あ
一
な
ん
て
い
う
の
が
、
お
茶
飲

み
の
話
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
本
当
に
よ
い
の
だ

ろ
う
か
、
な
ど
と
時
々
考
え
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
見
過
ご
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
手
の
つ
け
よ
う

が
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
、
将
来
の
松
之
山
町
を

背
お
っ
て
い
く
僕
達
が
真
剣
に
な

っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
と
い
っ
て
も
、
僕
も

将
来
こ
の
松
之
山
町
に
い
る
か
は

分
ら
な
い
。
で
も
こ
の
地
で
生
れ

育
っ
た
故
郷
な
の
だ
か
ら
、
真
剣

に
過
疎
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
前
の
国
語
の
時
間
に
、
松

之
山
町
の
長
所
、
短
所
な
ど
話
し

合
い
を
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
、

み
ん
な
も
遠
慮
し
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
話
し
合
い
も

活
発
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
松
之
山
の
短
所
の
中
で
一
番
初

め
に
出
た
の
が
「
雪
」
で
あ
る
。

　
松
之
山
町
は
日
本
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

　
今
年
の
冬
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

か
っ
た
が
、
去
年
の
五
九
豪
雪
の

時
は
僕
達
の
学
校
で
も
、
五
メ
ー

ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
を
記
録
し
て
い

る
。
こ
の
過
疎
を
防
ぐ
第
一
条
件

が
雪
の
克
服
で
あ
る
．
人
々
が
町

を
出
く
行
く
の
は
、
こ
の
冬
の
除

雪
に
耐
え
き
れ
な
い
も
の
と
思
う
。

　
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
町
で

も
色
々
な
手
段
を
つ
く
し
て
来
た
。

　
中
で
も
、
一
年
中
無
雪
の
道
路

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
人

々
も
助
か
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
過
疎
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、

た
だ
雪
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
の

だ
。
そ
れ
は
、
若
者
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
な
ぜ
少
な

く
な
っ
た
と
い
う
と
、
働
く
場
所

つ
ま
り
就
職
口
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
．

　
若
者
が
い
な
け
れ
ば
年
寄
り
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
人
で
暮

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
冬
に
な
る

と
老
人
は
一
人
だ
け
で
は
す
ご
し

て
い
け
な
く
な
り
、
故
郷
を
出
て

い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
こ
の
問
題
は
、
今
松
之
山
町
が

悩
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
も
っ
と
良
い
就
職
口

を
作
る
と
い
ラ
こ
と
が
、
ま
ず
必

要
で
あ
る
．

　
今
、
松
之
山
町
で
働
く
と
し
た

ら
、
農
業
、
公
務
員
、
建
設
業
く

ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

良
い
職
場
を
作
っ
て
も
ら
い
、
若

者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
」

　
　
　
る

　
　
　
え

　
　
　
考

　
　
　
を

　
　
　
山

　
　
　
之

　
　
　
松

　
　
　
　
の

門　
　
　
　
日

部
文
　
明

論
賞
「

言提
秀

士
郷
優

浦田中学校3年

本山　 勝

　
さ
て
、
松
之
山
町
の
長
所
と
い

っ
た
ら
、
　
「
緑
」
っ
ま
り
豊
か
な

自
然
で
あ
る
。
都
会
に
は
な
い
す

ば
ら
し
い
自
然
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
松
之
山
町
は
、
こ

の
豊
か
な
自
然
を
も
っ
と
利
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
若
者
を
引
き

つ
け
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
誰
に
で
も
気
軽
に
来
れ

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
に
す
る
た

め
に
も
色
々
な
施
設
を
作
っ
た
ら

良
い
と
思
う
。

　
且
ハ
体
的
に
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の

施
設
、
そ
し
て
天
文
台
な
ど
、
今
、

最
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
も
の
を

作
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
ま
た
ス
キ
ー
場
な
ど
も
、
も
つ

と
親
模
を
大
き
く
し
た
ら
良
い
と

思
う
。
今
年
か
ら
ま
た
、
北
越
北

線
の
工
事
が
再
開
さ
れ
、
近
い
う

ち
に
は
高
田
、
十
日
町
方
而
に
も

一
直
線
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

松
之
山
ス
キ
i
場
に
も
沢
山
の
人

々
が
来
る
こ
と
と
思
う
。

　
ま
た
夏
も
観
光
地
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
と
思
う
、
そ
の
た
め
に

も
是
非
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
．

　
今
、
東
頸
城
の
ほ
と
ん
ど
が
過

疎
対
策
に
悩
ん
で
い
る
。
そ
し
て

そ
の
中
の
一
つ
に
松
之
山
町
が
あ

る
。
最
近
、
松
之
山
町
に
関
す
る

テ
レ
ビ
な
ど
が
度
々
放
送
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
雪
に
関
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。

　
僕
達
が
活
気
あ
る
松
之
山
町
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
．

　
そ
し
て
僕
達
が
明
日
の
松
之
山

町
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
、

真
剣
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
郷
土
提
言
の
発
表
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
．
）タ

ン
ポ
ポ
潜
ポ
訟

｛
　
・
。

　
　
　
　
⑥

　
幼
い
日
、
春
の
野
で
、
タ
ン

ポ
ポ
の
花
を
摘
ん
で
遊
ん
だ
り
、

白
い
綿
毛
を
吹
い
て
う
ら
な
い

を
し
た
思
い
出
を
お
持
ち
の
方

も
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
タ
ン
ポ
ポ
は
大
き
く
分
け
る

と
、
昔
か
ら
あ
っ
た
在
来
種
と
、

明
治
時
代
に
牧
草
と
共
に
渡
来

し
、
北
海
道
か
ら
広
が
っ
た
と

言
わ
れ
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
子
供

の
時
に
遊
ん
だ
タ
ン
ポ
ポ
は
ど

っ
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
．



ー
o
り
寸
F
l

まつのやま（6）

建立に向けて

　
松
之
山
の
自
然
や
人
情
を
こ
よ

な
く
愛
し
た
文
豪
に
「
心
の
宿
り

碑
」
を
建
て
、
こ
の
文
豪
に
続
い

て
現
代
に
お
い
て
も
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
々
か
ら
松
之
山
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
観
光
や
、
文
化

の
交
流
を
深
め
る
中
で
、
新
た
な

地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
こ
の
事
業
は
、
す
で
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

事
業
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
代
表
発
起
人
の

方
々
を
猶
、
』
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
文
学
碑
建
立
委
員
長

　
村
山
政
光
（
松
之
山
町
長
）

▽
代
表
発
起
人
　
　
（
五
十
音
順
）

　
相
原
昭
男
（
新
潟
三
越
社
長
）

　
石
川
　
淳
（
作
　
家
）

　
坂
口
三
千
代
（
安
吾
氏
未
亡
人
）

　
平
山
敏
雄
（
新
潟
日
報
社
長
）

　
松
本
清
張
（
作
　
家
）

　
村
山
政
光
（
松
之
山
町
長
）

▽
地
元
代
表
発
起
人
（
五
十
音
順
）

　
相
沢
達
雄
（
文
化
協
会
会
長
）

　
大
見
勝
平
（
教
育
委
員
長
）

　
久
保
田
達
司
（
教
育
長
）

　
佐
藤
利
幸
（
町
議
会
議
員
）

　
保
坂
武
雄
（
町
議
会
議
員
）

　
本
山
一
夫
（
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
代
表
発
起
人
が
定
ま
り
、
具
体

的
に
文
学
碑
の
建
立
に
向
け
て
要

綱
や
、
会
則
な
ど
が
決
ま
り
ま
し

た
。　
町
内
の
募
金
活
動
は
六
月
以
降

開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
坂
口
安
吾
文
学
碑
建
立
要
綱

｝
、
建
立
場
所
　
松
之
山
町

二
、
碑
文

　
夏
が
来
て
、
あ
の
う
ら
う
ら
と

　
浮
く
綿
の
よ
う
な
雲
を
見
る
と

　
山
岳
へ
浸
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

　
い
。
　
　
　
（
黒
谷
村
よ
り
）

三
、

．五、四、
、
、

’
／　
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
会
員
と
な
ら
れ
た
方
へ

　
e
、
お
名
前
を
碑
の
中
に
永
久
．

　
　
に
と
ど
め
ま
す
。

　
0
、
記
念
品
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

建
碑
の
予
定
年
月

昭
和
六
十
二
年
（
予
定
）

建
碑
の
経
費
　
五
百
万
円

募
金

個
人
一
口
　
千
円

法
人
｝
口
　
一
万
円

　
　
（
幾
口
に
て
も
可
）

会
費
を
納
入
し
た
方
は
発
起

ニ
サ
ン
、
昭和22年蒲田で執筆中の安吾氏

野鳥を
可愛いがりましょう9

　
野
鳥
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
素

晴
し
い
こ
と
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
自
然
の

し
く
み
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
野
鳥
を
勝
手
に
捕
え
た

り
、
巣
の
中
か
ら
卵
や
。
ヒ
ナ
”

を
と
っ
た
り
、
飼
っ
た
り
す
る
不

心
得
者
が
お
り
憂
慮
に
た
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
野
鳥
を
つ
か
ま
え
た
り
、
飼
う

た
め
に
は
知
事
や
環
境
庁
長
官
の

許
可
が
必
要
で
す
．

　
】
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
鳥
を

愛
す
る
滴
養
力
を
高
め
、
烏
た
ち

と
共
存
で
き
る
楽
し
い
我
が
郷
土

東
頸
城
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ

う
。　
（
大
島
保
健
所
・
環
境
衛
生
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い

　
　
　
　
　
　
　
駕

趨
．
．

三

c

鴨

σ）まつのやま

　
今
、
松
之
山
町
は
過
疎
で
悩
ん

で
い
る
。
だ
ん
だ
ん
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
の
が
目
に
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。

　
「
ま
た
、
あ
こ
ん
し
ょ
も
い
か

あ
一
な
ん
て
い
う
の
が
、
お
茶
飲

み
の
話
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
本
当
に
よ
い
の
だ

ろ
う
か
、
な
ど
と
時
々
考
え
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
見
過
ご
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
手
の
つ
け
よ
う

が
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
だ
か
ら
、
将
来
の
松
之
山
町
を

背
お
っ
て
い
く
僕
達
が
真
剣
に
な

っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
と
い
っ
て
も
、
僕
も

将
来
こ
の
松
之
山
町
に
い
る
か
は

分
ら
な
い
。
で
も
こ
の
地
で
生
れ

育
っ
た
故
郷
な
の
だ
か
ら
、
真
剣

に
過
疎
に
つ
い
て
話
し
合
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
前
の
国
語
の
時
間
に
、
松

之
山
町
の
長
所
、
短
所
な
ど
話
し

合
い
を
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
、

み
ん
な
も
遠
慮
し
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
話
し
合
い
も

活
発
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
松
之
山
の
短
所
の
中
で
一
番
初

め
に
出
た
の
が
「
雪
」
で
あ
る
。

　
松
之
山
町
は
日
本
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

　
今
年
の
冬
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

か
っ
た
が
、
去
年
の
五
九
豪
雪
の

時
は
僕
達
の
学
校
で
も
、
五
メ
ー

ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
を
記
録
し
て
い

る
。
こ
の
過
疎
を
防
ぐ
第
一
条
件

が
雪
の
克
服
で
あ
る
．
人
々
が
町

を
出
く
行
く
の
は
、
こ
の
冬
の
除

雪
に
耐
え
き
れ
な
い
も
の
と
思
う
。

　
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
町
で

も
色
々
な
手
段
を
つ
く
し
て
来
た
。

　
中
で
も
、
一
年
中
無
雪
の
道
路

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
人

々
も
助
か
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　
し
か
し
、
な
ぜ
過
疎
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、

た
だ
雪
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
の

だ
。
そ
れ
は
、
若
者
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
な
ぜ
少
な

く
な
っ
た
と
い
う
と
、
働
く
場
所

つ
ま
り
就
職
口
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
．

　
若
者
が
い
な
け
れ
ば
年
寄
り
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一
人
で
暮

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
冬
に
な
る

と
老
人
は
一
人
だ
け
で
は
す
ご
し

て
い
け
な
く
な
り
、
故
郷
を
出
て

い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
こ
の
問
題
は
、
今
松
之
山
町
が

悩
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
も
っ
と
良
い
就
職
口

を
作
る
と
い
ラ
こ
と
が
、
ま
ず
必

要
で
あ
る
．

　
今
、
松
之
山
町
で
働
く
と
し
た

ら
、
農
業
、
公
務
員
、
建
設
業
く

ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

良
い
職
場
を
作
っ
て
も
ら
い
、
若

者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
」

　
　
　
る

　
　
　
え

　
　
　
考

　
　
　
を

　
　
　
山

　
　
　
之

　
　
　
松

　
　
　
　
の

門　
　
　
　
日

部
文
　
明

論
賞
「

言提
秀

士
郷
優

浦田中学校3年

本山　 勝

　
さ
て
、
松
之
山
町
の
長
所
と
い

っ
た
ら
、
　
「
緑
」
っ
ま
り
豊
か
な

自
然
で
あ
る
。
都
会
に
は
な
い
す

ば
ら
し
い
自
然
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
松
之
山
町
は
、
こ

の
豊
か
な
自
然
を
も
っ
と
利
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
若
者
を
引
き

つ
け
る
も
の
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
誰
に
で
も
気
軽
に
来
れ

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
に
す
る
た

め
に
も
色
々
な
施
設
を
作
っ
た
ら

良
い
と
思
う
。

　
且
ハ
体
的
に
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の

施
設
、
そ
し
て
天
文
台
な
ど
、
今
、

最
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
も
の
を

作
れ
ば
良
い
と
思
う
。

　
ま
た
ス
キ
ー
場
な
ど
も
、
も
つ

と
親
模
を
大
き
く
し
た
ら
良
い
と

思
う
。
今
年
か
ら
ま
た
、
北
越
北

線
の
工
事
が
再
開
さ
れ
、
近
い
う

ち
に
は
高
田
、
十
日
町
方
而
に
も

一
直
線
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

松
之
山
ス
キ
i
場
に
も
沢
山
の
人

々
が
来
る
こ
と
と
思
う
。

　
ま
た
夏
も
観
光
地
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
と
思
う
、
そ
の
た
め
に

も
是
非
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
．

　
今
、
東
頸
城
の
ほ
と
ん
ど
が
過

疎
対
策
に
悩
ん
で
い
る
。
そ
し
て

そ
の
中
の
一
つ
に
松
之
山
町
が
あ

る
。
最
近
、
松
之
山
町
に
関
す
る

テ
レ
ビ
な
ど
が
度
々
放
送
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
雪
に
関
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。

　
僕
達
が
活
気
あ
る
松
之
山
町
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
．

　
そ
し
て
僕
達
が
明
日
の
松
之
山

町
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
、

真
剣
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
郷
土
提
言
の
発
表
は
今
回
で
終

了
し
ま
す
．
）タ

ン
ポ
ポ
潜
ポ
訟

｛
　
・
。

　
　
　
　
⑥

　
幼
い
日
、
春
の
野
で
、
タ
ン

ポ
ポ
の
花
を
摘
ん
で
遊
ん
だ
り
、

白
い
綿
毛
を
吹
い
て
う
ら
な
い

を
し
た
思
い
出
を
お
持
ち
の
方

も
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
タ
ン
ポ
ポ
は
大
き
く
分
け
る

と
、
昔
か
ら
あ
っ
た
在
来
種
と
、

明
治
時
代
に
牧
草
と
共
に
渡
来

し
、
北
海
道
か
ら
広
が
っ
た
と

言
わ
れ
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
子
供

の
時
に
遊
ん
だ
タ
ン
ポ
ポ
は
ど

っ
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
．



ー
等
F
ー

まつのやま（8）

みんなで投票しましょう。
、
ー
ケ
“
｝圏鍵縫

　
四
月
二
十
日
（
日
曜
日
）
は
、

四
年
に
一
度
の
県
知
事
選
挙
の
投

票
日
で
す
。

　
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
投
、
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
所
用
等

で
投
．
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
不

在
者
投
、
票
が
出
来
ま
す
の
で
、
印

か
ん
を
持
参
し
て
役
場
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
，
い
、
で
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
投
、
票
時
間
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
の
で
、

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
な
く
さ
れ
た
場
合

で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
投
．
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
べ
　
ヤ
　
　
に
し
て

く
だ
ー
い
！
φ
ハ
麟

”
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

昆

　
近
年
に
お
け
る
米
を
と
り
ま
く

情
勢
は
、
基
本
米
価
の
抑
制
、
良

質
米
奨
励
金
の
削
減
を
は
じ
め
、

良
質
米
の
産
地
間
競
争
の
激
化
、

水
田
利
用
再
編
の
強
化
な
ど
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
生

産
環
境
も
、
兼
業
化
の
進
展
や
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
婦
女
子

化
に
伴
う
栽
培
技
術
の
格
差
拡
大

に
よ
る
単
収
の
停
滞
や
作
柄
の
不

安
定
、
生
産
費
の
上
昇
、
更
に
は

地
力
の
減
退
な
ど
の
重
要
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
．

　
新
潟
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
向
け
て
、
新
「
新
潟
米
」
生
産

推
進
運
動
を
県
総
ぐ
る
み
で
展
開

良質米の多収と

コスト低減に向けて

新「新潟米J生産推進運動

（
昭
和
61
～
63
年
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
「
新

潟
米
」
を
中
心
と
し
て

　
ー
、
良
質
米
の
安
定
多
収

、
2
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

　
3
、
土
づ
く
り

の
3
本
の
柱
を
重
点
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
こ
の
運
動
に

対
応
し
て
「
表
」
の
よ
う
に
山
間

と
平
坦
地
域
に
分
け
た
運
動
目
標

を
か
か
げ
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
栽
培
面
で
は
最
重
点
励
行

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
技
術
を
地
域

松之山町における良質米生産の目標

ご
と
に

　
山
間
で
は
↓
健
苗
の
早
植
え

　
平
坦
で
は
↓
根
の
健
全
化

を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
部
落
懇

談
会
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
す
で
に
松
之
山
町
で
実
施
し
て

い
る
「
良
質
米
多
収
穫
共
励
会
」

は
、
こ
の
運
動
の
主
旨
を
先
取
り

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
最
近
、

収
量
に
個
人
差
、
地
域
間
差
が
大

き
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ム
ラ
ぐ
る
み
で
米
を
た
く
さ
ん
穫

る
運
動
を
｛
疋
着
さ
せ
、
目
標
を
達

成
し
ま
し
ょ
う
。
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銘柄米
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3 45
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信
越
学
童
ス
キ
ー
大
会

　
　
松
里
小
学
校
が
二
部
総
合
優
勝

　
二
月
二
十
日
、
妙
高
高
原
に
お

い
て
信
越
学
童
ス
キ
ー
大
会
が
行

わ
れ
、
松
之
山
、
松
里
、
浦
田
小

学
校
の
代
表
選
手
が
、
ア
ル
ペ
ン
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
と
頑
張
り

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
参
加
小
学
校

を
前
年
度
の
大
会
実
績
に
よ
っ
て

一
部
・
二
部
・
三
部
校
に
ラ
ン
ク

分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
中
で

、多うういきボ㌧・な声
遷

成
績
が
競
わ
れ
ま
す
。

　
松
里
と
浦
田
小
学
校
が
二
部
の

中
に
、
松
之
山
小
学
校
が
三
部
に

入
っ
て
い
ま
す
．

　
各
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
総
A
・
成
績

　
二
部
　
一
位
　
松
里
小
学
校

　
〃
　
　
七
位
　
浦
田
小
学
校

　
三
部
　
四
位
　
松
之
山
小
学
校

信越学童親善スキー大会で二部優勝した松里小の選手

たち

▽
男
子
大
回
転

二
部
　
二
位
　
村
山
　
臣
（
松
里
）

〃
　
四
位
　
小
野
塚
浩
二
〃
）

〃
　
七
位
　
高
橋
　
均
（
〃
　
）

▽
女
子
大
回
転

二
部
　
八
位
　
佐
藤
麻
紀
（
松
里
）

三
部
　
四
位
　
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
）

▽
男
子
．
距
離
（
五
キ
ロ
）

二
部
　
八
位
　
高
沢
正
弘
（
浦
田
）

　
〃
　
九
位
　
飯
塚
一
禺
（
〃
　
）

三
部
　
七
位
　
山
岸
正
之
（
松
之
山
）

ウ
女
子
距
離
（
三
キ
ロ
）

一　 〃　　〃
部　　　部

▽
男
子
リ
レ
ー

一
蔀

三
部

▽
女
子
リ
レ
ー

一
一
部

三
部
　
来
年
か
ら
松
里
小
学
校
が
一
剖

校
の
仲
間
入
り
を
す
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
期
日
の
関
係
で
お
し
ら

せ
す
る
の
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
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）
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穂
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松
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）
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恵
（
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）

抑
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り
（
松
之
山

村
山
美
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（
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）

（
＋
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・
）

浦
田
小
学
校

松
里
小
学
校

松
之
山
小
学
校

（
山
パ
キ
・
）

松
里
小
学
校

浦
田
小
学
校

松
之
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
～

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

　
　
　
　
四
月
二
十
三
日

　
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
．

　
犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

　
今
年
度
よ
り
秋
期
の
登
録
、
及

び
注
射
は
な
く
な
り
ま
す
。
　
（
年

一
回
）

◎
四
月
二
十
三
日
（
水
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
テ
時
十
．
五
分

▽
浦
田
克
嘗
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
黒
倉
倉
庫
前

　
午
前
卜
一
時
十
分
～
十
一
時
二

　
＋
分

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
一
時
～
一
時
十
．
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
後
一
時
三
十
分
～
一
時
四
十

　
五
分

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
午
後
二
時
～
二
時
十
五
分

▽
東
川
小
学
校
前

　
午
後
二
時
三
十
分
～
二
時
四
十

　
五
分

◎
四
月
二
十
四
日
（
木
）

▽
湯
山
営
林
署
前

　
午
前
十
時
～
十
時
二
十
分

～
一
一
＋
四
日

▽
湯
本
駐
車
場

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十

　
．
五
分

▽
松
里
農
協
前

　
午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
役
場
前

　
午
後
一
時
～
一
時
三
十
分

◎
料
　
金

▽
一
頭
に
つ
き
、
四
、
七
〇
〇
円

　
　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
、
注

　
射
料
二
、
六
〇
〇
円
）

◎
注
意
事
項

　
▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
　
て
く
だ
さ
い
．

　
▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
く
る
こ
と
。

　
▽
二
十
三
・
四
日
に
来
れ
な
い
方

　
　
は
二
十
二
日
ま
で
に
衛
生
係
ま

　
　
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
　
（
電
話
六
！
三
ご
一
二
）

●．
●
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みんなで投票しましょう。
、
ー
ケ
“
｝圏鍵縫

　
四
月
二
十
日
（
日
曜
日
）
は
、

四
年
に
一
度
の
県
知
事
選
挙
の
投

票
日
で
す
。

　
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
投
、
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
所
用
等

で
投
．
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
不

在
者
投
、
票
が
出
来
ま
す
の
で
、
印

か
ん
を
持
参
し
て
役
場
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
，
い
、
で
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
投
、
票
時
間
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
の
で
、

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
な
く
さ
れ
た
場
合

で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
投
．
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
べ
　
ヤ
　
　
に
し
て

く
だ
ー
い
！
φ
ハ
麟

”
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

昆

　
近
年
に
お
け
る
米
を
と
り
ま
く

情
勢
は
、
基
本
米
価
の
抑
制
、
良

質
米
奨
励
金
の
削
減
を
は
じ
め
、

良
質
米
の
産
地
間
競
争
の
激
化
、

水
田
利
用
再
編
の
強
化
な
ど
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
生

産
環
境
も
、
兼
業
化
の
進
展
や
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
婦
女
子

化
に
伴
う
栽
培
技
術
の
格
差
拡
大

に
よ
る
単
収
の
停
滞
や
作
柄
の
不

安
定
、
生
産
費
の
上
昇
、
更
に
は

地
力
の
減
退
な
ど
の
重
要
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
．

　
新
潟
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
向
け
て
、
新
「
新
潟
米
」
生
産

推
進
運
動
を
県
総
ぐ
る
み
で
展
開

良質米の多収と

コスト低減に向けて

新「新潟米J生産推進運動

（
昭
和
61
～
63
年
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
「
新

潟
米
」
を
中
心
と
し
て

　
ー
、
良
質
米
の
安
定
多
収

、
2
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

　
3
、
土
づ
く
り

の
3
本
の
柱
を
重
点
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
こ
の
運
動
に

対
応
し
て
「
表
」
の
よ
う
に
山
間

と
平
坦
地
域
に
分
け
た
運
動
目
標

を
か
か
げ
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
栽
培
面
で
は
最
重
点
励
行

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
技
術
を
地
域

松之山町における良質米生産の目標

ご
と
に

　
山
間
で
は
↓
健
苗
の
早
植
え

　
平
坦
で
は
↓
根
の
健
全
化

を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
部
落
懇

談
会
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
す
で
に
松
之
山
町
で
実
施
し
て

い
る
「
良
質
米
多
収
穫
共
励
会
」

は
、
こ
の
運
動
の
主
旨
を
先
取
り

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
最
近
、

収
量
に
個
人
差
、
地
域
間
差
が
大

き
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ム
ラ
ぐ
る
み
で
米
を
た
く
さ
ん
穫

る
運
動
を
｛
疋
着
さ
せ
、
目
標
を
達

成
し
ま
し
ょ
う
。
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越
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ス
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大
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松
里
小
学
校
が
二
部
総
合
優
勝

　
二
月
二
十
日
、
妙
高
高
原
に
お

い
て
信
越
学
童
ス
キ
ー
大
会
が
行

わ
れ
、
松
之
山
、
松
里
、
浦
田
小

学
校
の
代
表
選
手
が
、
ア
ル
ペ
ン
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
と
頑
張
り

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
参
加
小
学
校

を
前
年
度
の
大
会
実
績
に
よ
っ
て

一
部
・
二
部
・
三
部
校
に
ラ
ン
ク

分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
中
で

、多うういきボ㌧・な声
遷

成
績
が
競
わ
れ
ま
す
。

　
松
里
と
浦
田
小
学
校
が
二
部
の

中
に
、
松
之
山
小
学
校
が
三
部
に

入
っ
て
い
ま
す
．

　
各
成
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
総
A
・
成
績

　
二
部
　
一
位
　
松
里
小
学
校

　
〃
　
　
七
位
　
浦
田
小
学
校

　
三
部
　
四
位
　
松
之
山
小
学
校

信越学童親善スキー大会で二部優勝した松里小の選手

たち

▽
男
子
大
回
転

二
部
　
二
位
　
村
山
　
臣
（
松
里
）

〃
　
四
位
　
小
野
塚
浩
二
〃
）

〃
　
七
位
　
高
橋
　
均
（
〃
　
）

▽
女
子
大
回
転

二
部
　
八
位
　
佐
藤
麻
紀
（
松
里
）

三
部
　
四
位
　
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
）

▽
男
子
．
距
離
（
五
キ
ロ
）

二
部
　
八
位
　
高
沢
正
弘
（
浦
田
）

　
〃
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岸
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松
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部　　　部
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子
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蔀
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部

▽
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子
リ
レ
ー

一
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部

三
部
　
来
年
か
ら
松
里
小
学
校
が
一
剖

校
の
仲
間
入
り
を
す
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
期
日
の
関
係
で
お
し
ら

せ
す
る
の
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
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犬
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予
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四
月
二
十
三
日

　
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
．

　
犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

　
今
年
度
よ
り
秋
期
の
登
録
、
及

び
注
射
は
な
く
な
り
ま
す
。
　
（
年

一
回
）

◎
四
月
二
十
三
日
（
水
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
～
テ
時
十
．
五
分

▽
浦
田
克
嘗
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時

▽
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倉
倉
庫
前

　
午
前
卜
一
時
十
分
～
十
一
時
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＋
分

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
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時
～
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時
十
．
五
分

▽
上
川
手
公
会
堂

　
午
後
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時
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分
～
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五
分

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
午
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時
～
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時
十
五
分

▽
東
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小
学
校
前

　
午
後
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時
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十
分
～
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時
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分

◎
四
月
二
十
四
日
（
木
）

▽
湯
山
営
林
署
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午
前
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時
～
十
時
二
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分

～
一
一
＋
四
日

▽
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本
駐
車
場
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．
五
分

▽
松
里
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前

　
午
前
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時
～
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分

▽
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前

　
午
後
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時
～
一
時
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分

◎
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▽
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に
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き
、
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、
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円
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録
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〇
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円
、
注

　
射
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、
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〇
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円
）

◎
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意
事
項

　
▽
印
か
ん
、
愛
犬
手
帳
を
持
参
し

　
　
て
く
だ
さ
い
．

　
▽
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い

　
で
く
る
こ
と
。

　
▽
二
十
三
・
四
日
に
来
れ
な
い
方

　
　
は
二
十
二
日
ま
で
に
衛
生
係
ま

　
　
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
　
（
電
話
六
！
三
ご
一
二
）

●．
●
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現
代
は
コ
ン
ビ
ュ
ー
9
1
時
代

と
い
わ
れ
る
程
、
あ
ち
こ
ち
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
教
育

に
も
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
相
当

多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
文
部
省
の
補
助
金

を
利
用
し
て
松
之
山
小
学
校
に
八

台
の
バ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ビ
ュ
ー
9

1
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的

に
配
備
さ
れ
た
の
は
、
県
内
で
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
算
数
や
図
工
を
中

心
と
し
た
フ
ロ
ワ
ラ
ム
作
り
に
入

り
、
授
業
に
役
立
て
る
良
い
万
法

を
み
ん
な
で
考
え
る
そ
う
で
す
。

　
指
導
す
る
先
生
万
の
万
が
、
大

変
み
た
い
で
す
。

いっしょうけんめい勉強中の児童たち

松之山中学枚卒瓢

4へ人麟に別れを

厳粛な中での卒業証書受与式

．
松
之
山
中
学
校
第
三
十
九
回
卒

業
式
が
、
三
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、

四
イ
』
名
が
義
務
教
育
を
無
事
終

y
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
進
路
は
、
高
校
進
学

が
三
十
し
人
、
就
職
を
弓
る
人
が

四一

人
と
な
っ
て
お
り
ま
弓
。

　
在
校
生
送
辞
や
卒
業
生
答
辞
に

工
夫
が
な
さ
れ
、
全
員
参
加
の
卒

業
式
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
擾
門
ま
で

の
雪
の
壁
に
、
先
生

方
や
在
校
生
の
寄
せ
書
が
あ
り
、

松
2
由
の
雪
を
利
用
し
た
暖
か
い

思
い
や
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
ζ
、
だ
さ
い
。

答辞を述べる二人の卒業生

　　　　　　　　・嘱

私負・一鴫

　　　　　　　均　　　　　多　　　、脚

醜
．
ヒ
麟

⑬まつのやま

マ
ツ
チ
や
ラ
ィ
タ
ー
で
遊
ば
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
子
に
な
っ
て
ね
ノ

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
消
防
署
の
職
員
と
腹
話

術
の
お
ね
え
さ
ん
が
松
之
山
保
育

所
を
訪
れ
、
園
児
た
ち
に
火
の
用

心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
幼
年
消
防
ク
ラ
フ
の
お
そ
ろ
い

の
ハ
ッ
ビ
を
着
た
園
児
た
ち
は
、

消
防
署
の
お
ね
え
さ
ん
と
人
形
の

シ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
の
話
を
頁
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
で
、
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
と

コ
ア
ラ
の
消
防
隊
の
映
画
を
一
緒

に
見
な
が
ら
、
火
遊
び
を
し
な
い

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

診lvなわてさ

　　　　　　㌧

人形のショウちゃん

滋
”
ノ
〆

　
　
こ
、
、

塗二暴

ハッピ姿もカッコイイでしょう

手作りひな人形で

　　　ひな祭り
　
松
里
保
育
園
で
は
三
月
三
日
の

節
句
に
、
自
分
達
で
作
っ
た
び
な

人
形
を
飾
り
、
地
元
の
万
か
ら
い

た
だ
い
た
甘
酒
を
飲
ん
で
女
の
子

の
節
句
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ど
の
人
形
も
と
っ
て
も
可
愛
く

で
き
て
い
ま
し
た
。

　
男
の
子
の
節
句
も
早
く
こ
な
い

か
な
あ
ー
な
ん
て
言
っ
て
い
る
園

児
も
い
ま
し
た
け
ど
、
早
く
雪
が

消
え
て
土
の
上
で
思
い
っ
き
り
遊

び
た
い
で
す
ね
。

ひな人形の前でハイポーズ

寒、翻、．蓬醤
　　　上越市の大町小学校

今年も校外学習で松里小を
　　　　　　　訪ずれました。

松里小学校を訪れた大町小学校の三年生

　
二
月
二
十
七
・
二
十
八
臼
の
二

日
間
に
わ
た
り
上
越
市
の
大
町
小

学
校
三
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、
校

外
学
習
の
た
め
に
松
之
山
を
訪
ず

れ
ま
し
た
。

　
『
日
目
は
、
松
之
山
温
泉
ス
キ

ー
場
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
二
日

目
に
は
松
里
小
学
校
を
訪
れ
三
年

生
と
交
歓
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
ル
ー
プ
を
作
っ
て
松

里
地
区
の
何
軒
か
を
た
ず
ね
、
住

民
か
ら
直
接
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
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まつのやま㈹
⑬まつのやま

黙心の健康“づくり

二年目に向けて

　
昭
和
六
十
一
年
度
、
心
の
健
康

増
進
対
策
事
業
の
実
施
計
画
で
は
、

老
後
と
い
う
社
会
的
テ
ー
マ
と
、

女
性
の
心
と
身
体
の
健
康
を
テ
！

マ
と
し
た
講
演
会
を
計
画
し
ま
し

た
。　
こ
れ
か
ら
、
老
後
を
迎
え
る
女

性
自
身
が
ど
う
老
年
期
を
生
き
た

ら
よ
い
の
か
、
ひ
い
て
は
■
明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
で
の
さ

さ
え
合
う
よ
う
な
人
間
関
係
や
、

よ
い
方
法
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

“
た
つ
し
や
だ
か
ね
”

　
　
電
話
を
始
め
ま
す

　
役
場
保
健
婦
に
よ
る
電
話
相
談

を
始
め
ま
す
．

　
名
づ
け
て
“
た
っ
し
ゃ
だ
か
ね

で
ん
わ
”
で
す
。
健
康
に
関
す
る

こ
と
で
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
予
防

に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に
恥
、
｝
相

談
く
だ
さ
い
．

　
▽
受
験
願
書
受
付
期
間

　
　
　
五
月
十
四
日
～
二
十
日
ま
で

　
▽
試
験
実
施
日

　
　
　
六
月
二
十
六
日
（
木
）

　
▽
A
・
格
発
表
日

　
　
　
七
月
十
七
日
　
（
木
）

　
　
　
　
　
　
の
　
は
ヤ
　
　
　
　

　
　
か
　
　
　
　
　
の
　
へ
お
た
ず

　
ね
　
さ
い
ロ

蕃擁実

施
予
定

お
子
様
の
歯
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
さ
あ
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始

ま
り
ま
す
ね
。
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
小
学
一
年
生
の
姿

は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
し
、

新
し
い
担
任
の
先
生
に
期
待
し
て

胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
進
級
し
た

小
学
生
も
輝
か
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ッ
に

頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
の

で
、
栄
養
を
し
っ
か
り
と
り
、
陽

に
当
っ
て
元
気
よ
く
遊
ぶ
こ
と
で
、

体
力
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
そ
の
栄
養
の
取
り
入
れ

口
で
、
最
も
重
要
な
役
割
り
を
す

る
歯
。
そ
の
歯
が
、
噛
む
と
痛
か

っ
た
り
、
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、

抜
け
て
い
た
り
し
ま
す
と
、
食
べ

物
を
よ
く
噛
み
こ
な
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
す
る
と
胃
腸
に
負
担

’
が
か
か
り
す
ぎ
る
う
え
に
、
栄
養

が
よ
く
吸
収
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ど
う
し
て
も
、
し
っ
か
り

と
よ
く
噛
み
合
う
歯
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
乳
歯
が
む
し
歯
だ
ら
け
だ
っ
た

、
お
子
様
に
、
大
き
く
な
っ
て
永
久

歯
に
な
っ
て
も
よ
く
噛
ま
な
い
癖

が
つ
い
て
い
る
事
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
生
涯
の
影
響

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
期
限
は
、
三
月
十
五
日
ま

で
で
し
た
が
、
つ
い
う
っ
か
り
忘

れ
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
か

っ
た
り
、
提
出
し
た
後
で
、
計
算

違
い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
も
う
一
度
確
認
を
し
て

、
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た

と
き
は
、
次
の
手
続
き
な
ど
で
訂

正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

　
と
き
V

　
確
定
申
告
を
し
た
後
、
申
告
し

た
税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す

る
た
め
、
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期

間
は
、
昭
和
六
十
年
分
に
つ
い
て

は
六
十
二
年
三
月
十
六
日
ま
で
で

す
。　
〈
税
金
を
少
な
く
中
告
し
て
い

　
　
た
と
き
V

　
申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し

い
金
額
に
す
る
た
め
に
「
修
正
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
乳
歯
の
む
し
歯
の
害
に
つ
い
て

の
詳
し
い
こ
と
は
、
ま
た
こ
の
次

に
し
ま
す
が
、
で
き
た
む
し
歯
は

き
ち
ん
と
治
療
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
．

　
学
校
で
行
う
健
康
診
断
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
歯
医
者
で
診

て
も
ら
い
、
早
目
に
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
p
つ
。

　
　
　
　
　
　
懲

ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ

で
も
で
き
ま
す
が
、
税
務
署
の
調

査
を
受
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し

た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と
、

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に

修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
加
算

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
申
告
す
る
方
が
有
利
で
す
。

◎
碓
｛
疋
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

は
た
だ
ち
に
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
は
「
期
限
後
申
告
」

と
い
っ
て
税
務
署
か
ら
決
｛
疋
を
受

け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

し
、
加
算
税
も
調
査
を
受
け
る
前

な
ら
．
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
済
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
役
場

税
務
係
へ
．

亡
心
れ
た
ら
大
変

国
民
年
金
加
入
の
届
出
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・
共
済

　
　
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い

　
年
金
制
度
で
は
、
日
本
国
内
に
住

　
む
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
人

　
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
農
業
や
自
営
業
等
を
営
ん
で
い

，
る
人
、
無
職
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
の
主
婦
も

　
四
月
か
ら
強
制
加
入
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
昼
問
部
の
学
生
は
、

　
希
望
し
た
時
か
ら
任
意
加
入
す
る

　
こ
と
が
、
で
き
ま
す
。

　
　
特
に
、
今
ま
で
任
意
加
入
だ
っ

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
交
換

　
早
め
に
お
願
い
L
ま
す

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
道
路
の
被

害
や
粉
じ
ん
の
発
生
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不
使
用
」
の

周
知
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
四
月

一
日
か
ら
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不

使
用
期
間
で
す
。

　
早
期
交
換
に
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
松
之
山
は
、
ま
だ
く
雪
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ブ
な
ど
で
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
安
全
運
転
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

固
定
資
産
税
の

納
期
が
変
わ
り
ま
す

▽
第
一
期

▽
第
一
一
期

▽
第
三
期

▽
第
四
期

し
た
が
、

十九七五

月月月月

　
先
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
度
課
税

分
か
ら
前
記
の
よ
う
に
納
期
が
変

更
に
な
り
ま
す
．
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道路情報
　
国
道
三
五
三
号
線
、
中
里
村
倉

下
～
も
ぐ
ら
沢
問
（
十
二
峠
）
が
、

全
面
交
通
止
か
ら
大
型
車
の
み
交

通
止
に
三
月
一
一
十
四
日
よ
り
切
替

え
に
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
道
路
脇
に
は
ま
だ
、
か
な

り
の
雪
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ナ
ダ

レ
に
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
道
二
五
三
号
線
、
松

代
町
大
平
地
内
道
路
崩
落
の
た
め

当
分
の
間
、
全
面
交
通
止
で
す
。

組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
ご
主
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
加
入
の
届
出
を
忘
れ
ず

に
町
役
場
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。　
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
将
来
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
す
る
と
き
は
、

　
①
無
、
｝
主
人
の
年
金
手
帳

②
健
康
保
険
証

③
印
か
ん

が
必
要
で
す
。

献血に
ご協力を

　
四
月
二
十
五
日
、
役
場
に
て

午
前
九
時
三
十
分
～
三
時
三
十

分
ま
で
、
今
年
、
第
一
回
目
の

献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
愛
の
献
血
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

水
道
係
か
ら
お
願
い

　
、
雪
消
え
を
待
っ
て
水
道
の
メ
ー

タ
ー
検
針
を
実
施
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
附
近
の
除
雪
及
び
整

頓
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
特
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物
を
置
か

　
な
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
中
に
泥
水
、
砂

　
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
。

▽
汚
水
な
ど
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う

　
排
水
を
完
全
に
。

▽
雑
草
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
器
の
位

　
置
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
な
い

　
よ
う
、
廻
り
は
い
つ
も
き
れ
い

　
に
し
て
お
く
こ
と
。

　

昌免許更新
▽
陽
所

せ》り知おの四
月
十
八
日
（
金
）
午

前
九
時
よ
り
受
付

松
代
町
総
合
セ
ン
タ

　
詳
し
く
は
役
場
内
総
務
課
庶

務
係
ま
で
、
お
尋
ね
下
さ
い
。
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黙心の健康“づくり

二年目に向けて

　
昭
和
六
十
一
年
度
、
心
の
健
康

増
進
対
策
事
業
の
実
施
計
画
で
は
、

老
後
と
い
う
社
会
的
テ
ー
マ
と
、

女
性
の
心
と
身
体
の
健
康
を
テ
！

マ
と
し
た
講
演
会
を
計
画
し
ま
し

た
。　
こ
れ
か
ら
、
老
後
を
迎
え
る
女

性
自
身
が
ど
う
老
年
期
を
生
き
た

ら
よ
い
の
か
、
ひ
い
て
は
■
明
る
い

町
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
で
の
さ

さ
え
合
う
よ
う
な
人
間
関
係
や
、

よ
い
方
法
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

“
た
つ
し
や
だ
か
ね
”

　
　
電
話
を
始
め
ま
す

　
役
場
保
健
婦
に
よ
る
電
話
相
談

を
始
め
ま
す
．

　
名
づ
け
て
“
た
っ
し
ゃ
だ
か
ね

で
ん
わ
”
で
す
。
健
康
に
関
す
る

こ
と
で
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
予
防

に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に
恥
、
｝
相

談
く
だ
さ
い
．

　
▽
受
験
願
書
受
付
期
間

　
　
　
五
月
十
四
日
～
二
十
日
ま
で

　
▽
試
験
実
施
日

　
　
　
六
月
二
十
六
日
（
木
）

　
▽
A
・
格
発
表
日

　
　
　
七
月
十
七
日
　
（
木
）

　
　
　
　
　
　
の
　
は
ヤ
　
　
　
　

　
　
か
　
　
　
　
　
の
　
へ
お
た
ず

　
ね
　
さ
い
ロ

蕃擁実

施
予
定

お
子
様
の
歯
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
さ
あ
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始

ま
り
ま
す
ね
。
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
小
学
一
年
生
の
姿

は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
し
、

新
し
い
担
任
の
先
生
に
期
待
し
て

胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
進
級
し
た

小
学
生
も
輝
か
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ッ
に

頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
の

で
、
栄
養
を
し
っ
か
り
と
り
、
陽

に
当
っ
て
元
気
よ
く
遊
ぶ
こ
と
で
、

体
力
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
そ
の
栄
養
の
取
り
入
れ

口
で
、
最
も
重
要
な
役
割
り
を
す

る
歯
。
そ
の
歯
が
、
噛
む
と
痛
か

っ
た
り
、
穴
が
あ
い
て
い
た
り
、

抜
け
て
い
た
り
し
ま
す
と
、
食
べ

物
を
よ
く
噛
み
こ
な
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
す
る
と
胃
腸
に
負
担

’
が
か
か
り
す
ぎ
る
う
え
に
、
栄
養

が
よ
く
吸
収
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ど
う
し
て
も
、
し
っ
か
り

と
よ
く
噛
み
合
う
歯
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
乳
歯
が
む
し
歯
だ
ら
け
だ
っ
た

、
お
子
様
に
、
大
き
く
な
っ
て
永
久

歯
に
な
っ
て
も
よ
く
噛
ま
な
い
癖

が
つ
い
て
い
る
事
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
生
涯
の
影
響

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
期
限
は
、
三
月
十
五
日
ま

で
で
し
た
が
、
つ
い
う
っ
か
り
忘

れ
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
か

っ
た
り
、
提
出
し
た
後
で
、
計
算

違
い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
も
う
一
度
確
認
を
し
て

、
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た

と
き
は
、
次
の
手
続
き
な
ど
で
訂

正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

　
と
き
V

　
確
定
申
告
を
し
た
後
、
申
告
し

た
税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す

る
た
め
、
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期

間
は
、
昭
和
六
十
年
分
に
つ
い
て

は
六
十
二
年
三
月
十
六
日
ま
で
で

す
。　
〈
税
金
を
少
な
く
中
告
し
て
い

　
　
た
と
き
V

　
申
告
し
た
税
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が
少
な
か
っ
た
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付
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と
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は
、
正
し

い
金
額
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た
め
に
「
修
正
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
乳
歯
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む
し
歯
の
害
に
つ
い
て

の
詳
し
い
こ
と
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ま
た
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の
次
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が
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し
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は
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と
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お
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た
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も

の
で
す
．
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に
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か
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、
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ら
歯
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者
で
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も
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目
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安
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し
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通
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よ
う
に
し
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し
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。
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を
受
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は
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が
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調
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申
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を
し

た
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、
更
正
を
受
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た
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す
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と
、

加
算
税
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か
り
ま
す
。

　
調
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を
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け
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前
に
自
主
的
に

修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
加
算

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
申
告
す
る
方
が
有
利
で
す
。

◎
碓
｛
疋
申
告
を
忘
れ
て
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た
と
き

は
た
だ
ち
に
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
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。

　
こ
の
申
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は
「
期
限
後
申
告
」

と
い
っ
て
税
務
署
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ら
決
｛
疋
を
受

け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

し
、
加
算
税
も
調
査
を
受
け
る
前

な
ら
．
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
済
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
役
場

税
務
係
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．
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金
・
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保
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・
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新
し
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年
金
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度
で
は
、
日
本
国
内
に
住

　
む
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
人

　
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
農
業
や
自
営
業
等
を
営
ん
で
い

，
る
人
、
無
職
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
の
主
婦
も

　
四
月
か
ら
強
制
加
入
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
昼
問
部
の
学
生
は
、

　
希
望
し
た
時
か
ら
任
意
加
入
す
る

　
こ
と
が
、
で
き
ま
す
。

　
　
特
に
、
今
ま
で
任
意
加
入
だ
っ

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
交
換

　
早
め
に
お
願
い
L
ま
す

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
道
路
の
被

害
や
粉
じ
ん
の
発
生
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不
使
用
」
の

周
知
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
、
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
四
月

一
日
か
ら
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不

使
用
期
間
で
す
。

　
早
期
交
換
に
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
松
之
山
は
、
ま
だ
く
雪
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ブ
な
ど
で
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
安
全
運
転
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

固
定
資
産
税
の

納
期
が
変
わ
り
ま
す

▽
第
一
期

▽
第
一
一
期

▽
第
三
期

▽
第
四
期

し
た
が
、

十九七五
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先
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
度
課
税

分
か
ら
前
記
の
よ
う
に
納
期
が
変

更
に
な
り
ま
す
．
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道路情報
　
国
道
三
五
三
号
線
、
中
里
村
倉

下
～
も
ぐ
ら
沢
問
（
十
二
峠
）
が
、

全
面
交
通
止
か
ら
大
型
車
の
み
交

通
止
に
三
月
一
一
十
四
日
よ
り
切
替

え
に
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
道
路
脇
に
は
ま
だ
、
か
な

り
の
雪
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ナ
ダ

レ
に
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
国
道
二
五
三
号
線
、
松

代
町
大
平
地
内
道
路
崩
落
の
た
め

当
分
の
間
、
全
面
交
通
止
で
す
。

組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
ご
主
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
加
入
の
届
出
を
忘
れ
ず

に
町
役
場
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。　
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
将
来
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
す
る
と
き
は
、

　
①
無
、
｝
主
人
の
年
金
手
帳

②
健
康
保
険
証

③
印
か
ん

が
必
要
で
す
。

献血に
ご協力を

　
四
月
二
十
五
日
、
役
場
に
て

午
前
九
時
三
十
分
～
三
時
三
十

分
ま
で
、
今
年
、
第
一
回
目
の

献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
愛
の
献
血
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

水
道
係
か
ら
お
願
い

　
、
雪
消
え
を
待
っ
て
水
道
の
メ
ー

タ
ー
検
針
を
実
施
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
附
近
の
除
雪
及
び
整

頓
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
特
に
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物
を
置
か

　
な
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
中
に
泥
水
、
砂

　
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
。

▽
汚
水
な
ど
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う

　
排
水
を
完
全
に
。

▽
雑
草
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
器
の
位

　
置
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
な
い

　
よ
う
、
廻
り
は
い
つ
も
き
れ
い

　
に
し
て
お
く
こ
と
。

　

昌免許更新
▽
陽
所

せ》り知おの四
月
十
八
日
（
金
）
午

前
九
時
よ
り
受
付

松
代
町
総
合
セ
ン
タ

　
詳
し
く
は
役
場
内
総
務
課
庶

務
係
ま
で
、
お
尋
ね
下
さ
い
。
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町
の
人
事
異
動

　
　
　
　
　
四
月
一
日
付

o
特
別
職
（
就
任
）

▽
教
育
長
　
　
（
建
設
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
秀
昭

○
特
別
職
（
退
任
）

▽
助
　
役
　
　
　
保
坂
　
誠
司

▽
教
育
長
　
　
　
　
久
保
田
達
司

〇
一
般
職
　
（
　
）
は
異
動
前

▽
建
設
課
長
　
　
（
議
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
義
一

▽
議
会
事
務
局
長
（
土
地
改
良
係

長
）
　
　
　
　
村
山
俊
介

▽
土
地
改
良
係
長
（
林
業
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
酒
井
　
桂

▽
林
業
係
長
（
診
療
所
事
務
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
寛
一

▽
診
療
所
事
務
長
（
保
健
衛
生
係

長
）
　
　
　
　
佐
藤
民
雄

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
長
（
税
務

係
）
　
　
　
　
高
橋
忠
則

▽
総
務
課
税
務
係
（
職
業
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
津
端
　
　
薫

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
（
農
業
共

済
係
）
　
　
　
佐
藤
　
功

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
（
保
健
衛

生
係
）
　
　
　
大
見
慶
介
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ごあいさつ

保坂誠司

　
漸
く
春
の
訪
れ
で
す
が
三
年
続

き
の
豪
雪
で
雪
消
え
の
遅
れ
が
大

変
心
配
さ
れ
ま
す
。
　
　
私
こ
と

こ
の
度
任
期
満
了
に
よ
り
助
役
を

退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
戦
後
間
も
な
い
未
だ
混
沌
と
し

た
社
会
情
勢
の
中
、
昭
和
二
十
三

年
に
旧
浦
田
村
役
場
へ
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
三
十
八
年
と

い
う
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
松
之
山
温
泉
街
の

大
火
、
町
村
合
併
、
松
之
山
地
辻

り
、
そ
し
て
経
済
成
長
と
裏
腹
な

農
業
の
不
振
、
後
継
者
不
足
に
よ

る
過
疎
化
の
進
行
等
々
大
き
な
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
、
近
年
村
お
こ

し
、
産
業
お
こ
し
が
叫
ば
れ
、
牧

場
周
辺
の
開
発
、
ス
キ
ー
場
の
開

設
等
漸
く
活
性
化
が
計
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
い
大

き
な
変
遷
の
中
に
あ
っ
て
、
曲
り

な
じ
に
も
与
え
ら
れ
た
責
任
を
ど

う
に
か
果
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

一
は
幸
せ
の
心
境
で
一
杯
で
隔
、
』
ざ
い

ま
す
．

　
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
限
り

な
い
㌔
、
』
指
導
と
㌔
、
』
支
援
の
た
ま
も

の
と
心
に
銘
じ
、
そ
の
ご
厚
情
仁

対
し
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら

余
生
を
浦
田
で
有
意
義
に
過
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共

ど
う
ぞ
相
変
ら
ず
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
上
げ
ま
す
。

　
町
の
行
財
政
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆

ん
な
で
チ
エ
を
出
し
あ
い
松
之
山

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う
時
代

の
来
る
こ
と
を
期
待
し
且
つ
、
祈

り
た
い
気
持
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
上
げ
退
職
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

魑
東　．肇

北
電
力

一
▼
五
月
九
日
（
木
）

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

　
時
三
十
分
ま
で

o
新
田
の
一
部

お礼にかえて

久保田達司

　
昭
和
十
五
年
十
月
に
中
支
戦
線

か
ら
帰
還
し
農
業
技
術
員
と
し
て

奉
職
以
来
四
十
五
年
余
浦
田
村
農

会
浦
田
村
農
業
会
浦
田
村
役
場
、

町
村
合
併
に
よ
り
松
之
山
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
が
昭
和
三
十
年
の

，
四
月
、
昭
和
五
十
年
十
月
に
教
育

委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
現
在
に
至

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
戦
前
戦

中
戦
後
と
数
多
い
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
特
に
松
之
山
地
す

べ
り
、
国
道
昇
格
に
よ
る
東
川
燧

道
の
開
さ
く
、
大
厳
寺
原
周
辺
に

係
る
開
発
等
は
忘
れ
る
事
の
出
来

な
い
こ
と
が
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
町
民
の
皆
様
に
は
勿
論

数
多
い
方
々
の
御
指
導
や
御
支
援

を
賜
り
今
日
に
至
り
ま
し
た
箏
は

誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
い
ま

任
期
半
ば
に
、
し
か
も
山
積
す
る

事
業
を
ひ
か
え
て
お
る
時
退
任
い

た
し
ま
す
事
は
誠
に
申
訳
も
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
古
稀
を
む

か
え
る
年
齢
に
達
し
、
能
力
体
力

と
も
に
限
界
で
あ
り
後
進
の
道
を

ひ
ら
く
の
も
大
切
な
つ
と
め
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
十
年
余
は
松
之
山
町
の
子

ど
も
と
共
に
歩
い
て
来
ま
し
た
。

教
育
に
は
へ
き
地
は
な
い
と
い
う

考
え
で
「
自
ら
き
た
え
積
極
的
に

行
動
し
何
事
に
も
く
じ
け
ず
最
後

ま
で
や
り
ぬ
く
子
ど
も
」
の
育
成

を
め
ざ
し
、
二
十
一
世
紀
時
代
に

貢
献
す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
つ
つ
最
後
に
皆
々
様
の
御
健

康
と
松
之
山
町
の
発
展
を
祈
願
し

版
．
』
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新教育長

本山秀昭

　
こ
の
た
び
、
久
保
田
教
育
長
の

あ
と
を
う
け
、
教
育
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
面
す
る
教
育
行
政
は
、
松
之

山
小
学
校
校
舎
の
建
築
と
学
校
の

統
合
が
・
．
王
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、

関
係
す
る
地
域
の
み
な
さ
ん
の
㌔
、
』

理
解
を
得
な
が
ら
推
し
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
教
育
効
果
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
委
員
会
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
教
育
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
教
育
基
本
法
の
精

神
を
理
解
し
子
供
達
の
人
闘
形
成

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

農
業
労
働
．
職
エ
賃
金
決
定

　
一
般
・
田
植
え
作
業
は
一
〇
〇
円
ア
ッ
プ

▽
｝
般
作
業

　
男
　
　
　
　
蓋
。
、

　
女
　
　
　
　
五
、

▽
田
植
作
業

　
男
　
　
　
　
五
、

　
女
　
　
　
　
五
、

▽
稲
刈
作
業

　
男
　
　
　
　
　
五
、

　
女
　
　
　
　
　
．
五
、

▽
除
雪
作
業

　
男
　
　
　
　
↓
パ
、

　
女
　
　
　
　
．
五
、

▽
耕
運
機
（
｝
日
）

　
　
　
　
　
　
一
八
、

▽
田
植
機
（
｝
箱
）

▽
バ
イ
ン
ダ
i
（
一
時
間
）

国保と年金の

届出は早く！

　
四
月
に
入
る
と
出
稼
ぎ
か
ら
帰

っ
て
く
る
訳
で
す
が
、
出
稼
ぎ
先

の
各
種
保
険
・
年
金
に
加
入
し
て

い
た
方
は
、
各
事
業
所
の
離
脱
証

明
書
と
印
カ
ン
を
持
っ
て
役
場
の

窓
口
で
国
保
・
国
民
年
金
べ
の
加

入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
⑮
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

山
ハ
○
○
円

一
〇
〇
円

七
〇
〇
円

七
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
五
〇
〇
円

O
O
O
円

七
〇
〇
円

O
O
O
円

四
三
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

▼
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

o
整
備
田
　
　
　
四
、
｝
O
O
円

○
未
整
備
田
　
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
代
か
き

○
整
備
田
　
　
　
四
、
三
〇
〇
円

○
未
整
備
田
　
　
四
、
六
〇
〇
円

▽
耕
う
ん
・
代
か
き

O
整
備
田
　
　
　
六
、
一
〇
〇
円

0
未
整
備
田
　
　
六
、
七
〇
〇
円

職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

▽
基
、
準
賃
金
　
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
（
｝
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
問
　
　
　
八
、
』
五
〇
〇
円

　
　
（
｝
月
～
二
月
七
時
間
労
働
）

⑯膝つのやま

方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
に
返

し
て
下
さ
い
．
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農
業
委
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会
総
会
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局
長
（
土
地
改
良
係

長
）
　
　
　
　
村
山
俊
介

▽
土
地
改
良
係
長
（
林
業
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
酒
井
　
桂

▽
林
業
係
長
（
診
療
所
事
務
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
寛
一

▽
診
療
所
事
務
長
（
保
健
衛
生
係

長
）
　
　
　
　
佐
藤
民
雄

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
長
（
税
務

係
）
　
　
　
　
高
橋
忠
則

▽
総
務
課
税
務
係
（
職
業
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
津
端
　
　
薫

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
（
農
業
共

済
係
）
　
　
　
佐
藤
　
功

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
（
保
健
衛

生
係
）
　
　
　
大
見
慶
介

第1・～会孟霞室
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ごあいさつ

保坂誠司

　
漸
く
春
の
訪
れ
で
す
が
三
年
続

き
の
豪
雪
で
雪
消
え
の
遅
れ
が
大

変
心
配
さ
れ
ま
す
。
　
　
私
こ
と

こ
の
度
任
期
満
了
に
よ
り
助
役
を

退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
戦
後
間
も
な
い
未
だ
混
沌
と
し

た
社
会
情
勢
の
中
、
昭
和
二
十
三

年
に
旧
浦
田
村
役
場
へ
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
三
十
八
年
と

い
う
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
松
之
山
温
泉
街
の

大
火
、
町
村
合
併
、
松
之
山
地
辻

り
、
そ
し
て
経
済
成
長
と
裏
腹
な

農
業
の
不
振
、
後
継
者
不
足
に
よ

る
過
疎
化
の
進
行
等
々
大
き
な
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
、
近
年
村
お
こ

し
、
産
業
お
こ
し
が
叫
ば
れ
、
牧

場
周
辺
の
開
発
、
ス
キ
ー
場
の
開

設
等
漸
く
活
性
化
が
計
ら
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
い
大

き
な
変
遷
の
中
に
あ
っ
て
、
曲
り

な
じ
に
も
与
え
ら
れ
た
責
任
を
ど

う
に
か
果
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

一
は
幸
せ
の
心
境
で
一
杯
で
隔
、
』
ざ
い

ま
す
．

　
こ
れ
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
限
り

な
い
㌔
、
』
指
導
と
㌔
、
』
支
援
の
た
ま
も

の
と
心
に
銘
じ
、
そ
の
ご
厚
情
仁

対
し
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら

余
生
を
浦
田
で
有
意
義
に
過
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共

ど
う
ぞ
相
変
ら
ず
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
上
げ
ま
す
。

　
町
の
行
財
政
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆

ん
な
で
チ
エ
を
出
し
あ
い
松
之
山

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う
時
代

の
来
る
こ
と
を
期
待
し
且
つ
、
祈

り
た
い
気
持
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
上
げ
退
職
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

魑
東　．肇

北
電
力

一
▼
五
月
九
日
（
木
）

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

　
時
三
十
分
ま
で

o
新
田
の
一
部

お礼にかえて

久保田達司

　
昭
和
十
五
年
十
月
に
中
支
戦
線

か
ら
帰
還
し
農
業
技
術
員
と
し
て

奉
職
以
来
四
十
五
年
余
浦
田
村
農

会
浦
田
村
農
業
会
浦
田
村
役
場
、

町
村
合
併
に
よ
り
松
之
山
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
が
昭
和
三
十
年
の

，
四
月
、
昭
和
五
十
年
十
月
に
教
育

委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
現
在
に
至

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
戦
前
戦

中
戦
後
と
数
多
い
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
特
に
松
之
山
地
す

べ
り
、
国
道
昇
格
に
よ
る
東
川
燧

道
の
開
さ
く
、
大
厳
寺
原
周
辺
に

係
る
開
発
等
は
忘
れ
る
事
の
出
来

な
い
こ
と
が
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
町
民
の
皆
様
に
は
勿
論

数
多
い
方
々
の
御
指
導
や
御
支
援

を
賜
り
今
日
に
至
り
ま
し
た
箏
は

誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
い
ま

任
期
半
ば
に
、
し
か
も
山
積
す
る

事
業
を
ひ
か
え
て
お
る
時
退
任
い

た
し
ま
す
事
は
誠
に
申
訳
も
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
古
稀
を
む

か
え
る
年
齢
に
達
し
、
能
力
体
力

と
も
に
限
界
で
あ
り
後
進
の
道
を

ひ
ら
く
の
も
大
切
な
つ
と
め
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
十
年
余
は
松
之
山
町
の
子

ど
も
と
共
に
歩
い
て
来
ま
し
た
。

教
育
に
は
へ
き
地
は
な
い
と
い
う

考
え
で
「
自
ら
き
た
え
積
極
的
に

行
動
し
何
事
に
も
く
じ
け
ず
最
後

ま
で
や
り
ぬ
く
子
ど
も
」
の
育
成

を
め
ざ
し
、
二
十
一
世
紀
時
代
に

貢
献
す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
つ
つ
最
後
に
皆
々
様
の
御
健

康
と
松
之
山
町
の
発
展
を
祈
願
し

版
．
』
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新教育長

本山秀昭

　
こ
の
た
び
、
久
保
田
教
育
長
の

あ
と
を
う
け
、
教
育
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
面
す
る
教
育
行
政
は
、
松
之

山
小
学
校
校
舎
の
建
築
と
学
校
の

統
合
が
・
．
王
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、

関
係
す
る
地
域
の
み
な
さ
ん
の
㌔
、
』

理
解
を
得
な
が
ら
推
し
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
教
育
効
果
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
委
員
会
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
教
育
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
教
育
基
本
法
の
精

神
を
理
解
し
子
供
達
の
人
闘
形
成

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

農
業
労
働
．
職
エ
賃
金
決
定

　
一
般
・
田
植
え
作
業
は
一
〇
〇
円
ア
ッ
プ

▽
｝
般
作
業

　
男
　
　
　
　
蓋
。
、

　
女
　
　
　
　
五
、

▽
田
植
作
業

　
男
　
　
　
　
五
、

　
女
　
　
　
　
五
、

▽
稲
刈
作
業

　
男
　
　
　
　
　
五
、

　
女
　
　
　
　
　
．
五
、

▽
除
雪
作
業

　
男
　
　
　
　
↓
パ
、

　
女
　
　
　
　
．
五
、

▽
耕
運
機
（
｝
日
）

　
　
　
　
　
　
一
八
、

▽
田
植
機
（
｝
箱
）

▽
バ
イ
ン
ダ
i
（
一
時
間
）

国保と年金の

届出は早く！

　
四
月
に
入
る
と
出
稼
ぎ
か
ら
帰

っ
て
く
る
訳
で
す
が
、
出
稼
ぎ
先

の
各
種
保
険
・
年
金
に
加
入
し
て

い
た
方
は
、
各
事
業
所
の
離
脱
証

明
書
と
印
カ
ン
を
持
っ
て
役
場
の

窓
口
で
国
保
・
国
民
年
金
べ
の
加

入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
⑮
の
保
険
証
を
持
っ
て
行
っ
た

山
ハ
○
○
円

一
〇
〇
円

七
〇
〇
円

七
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
五
〇
〇
円

O
O
O
円

七
〇
〇
円

O
O
O
円

四
三
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

▼
ト
ラ
ク
タ
ー
（
十
ア
ー
ル
当
り
）

▽
田
耕
う
ん

o
整
備
田
　
　
　
四
、
｝
O
O
円

○
未
整
備
田
　
　
四
、
五
〇
〇
円

▽
代
か
き

○
整
備
田
　
　
　
四
、
三
〇
〇
円

○
未
整
備
田
　
　
四
、
六
〇
〇
円

▽
耕
う
ん
・
代
か
き

O
整
備
田
　
　
　
六
、
一
〇
〇
円

0
未
整
備
田
　
　
六
、
七
〇
〇
円

職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

▽
基
、
準
賃
金
　
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
（
｝
日
八
時
間
労
働
）

▽
冬
期
問
　
　
　
八
、
』
五
〇
〇
円

　
　
（
｝
月
～
二
月
七
時
間
労
働
）

⑯膝つのやま

方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
に
返

し
て
下
さ
い
．

　
　
　
　
‘
o
q
　
ク

　
も
　
　
つ
ー
・
　
　
　
　
　
D

ク
、
．
◎離

　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
も

こ
よ
み

▼
三
月
の
で
き
㌔
、
）
と

201916651日日日日日日

ス
キ
ー
場
運
営
協
議
会

、
、
・
二
ト
マ
ト
栽
培
推
進
会

議
会
定
例
会
（
8
日
ま
で
）

ス
キ
ー
、
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

労
働
賃
金
協
定
会

保
健
対
策
協
議
会

2523
日　日

31　302827
日　日　日　日

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

町
ス
キ
ー
カ
ー
二
．
、
ハ
ル

議
会
産
経
委
員
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

民
生
委
員
協
議
会

議
ム
エ
臨
時
会

選
挙
管
理
委
員
会

県
知
事
選
挙
告
示

町
祉
会
福
祉
協
議
会

農
業
委
員
会
総
会



l
o
o
ヌ
ー

まつのやま㈲

4月6日（日）

　　　　　　　　～
　　　　　　　4月14日（火）まで

　
入
園
・
入
学
の
時
期
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　
新
し
い
園
児
服
や
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
子
供

た
ち
は
、
大
変
か
わ
い
い
も
の
で

す
。
で
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
危
険
な
時
期
で
も

あ
る
の
で
す
。

　
急
な
と
び
出
し
や
、
車
の
直
前

　
…
み
皿

　
…
な
∵

運動のスローガン

シートベルト車社会の身だし

直
後
の
横
断
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
重
点
目
標

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
着
用
の
徹
底
．

▽
新
入
学
（
園
）
児
を
中
心
と
し

　
た
交
通
事
故
防
止
。

▽
二
輪
車
の
無
謀
運
転
の
追
放
。

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
。

N
T
T
か
ら
福
祉
電
話
の
ご
案
内

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
、

外
出
先
等
で
急
に
電
話
連
絡
が
必

要
な
と
き
、
「
電
話
お
願
い
手
帳
」

で
「
私
の
代
り
に
電
話
連
絡
し
て

戴
け
ま
す
か
」
と
あ
な
た
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
ほ
ん
の
三
分
間
の
親
切
で
、
大

変
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
差
し
出

さ
れ
ま
し
た
ら
、
あ
た
た
か
い
版
、
｝

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
N
T
T
で
は
、
発
足
一
周
年
を

契
機
に
毎
年
三
月
三
日
の
「
耳
の

日
」
を
中
心
に
、
市
町
村
や
福
祉

団
体
を
通
じ
て
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
々
に
「
電
話
お
願
い
手
帳
」

を
お
贈
り
し
、
日
本
公
衆
電
話
会

及
び
日
本
健
康
指
導
協
会
の
協
力

を
得
て
「
三
分
間
の
ま
隔
、
』
こ
ろ
を
」

運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
が
必
要

な
方
は
、
電
話
局
又
は
市
町
村
の

福
祉
担
当
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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励宗君5鮒
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鐵
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t
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β

吃

　’／

盤一
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
早
め
に

　
　
4
月
1
日
～
5
月
1
5
日

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
保
険
料
は
、
毎
年
事
業

・
、
王
が
年
度
初
め
に
概
算
額
で
申
告
、

納
付
し
、
次
の
年
度
で
確
｛
疋
額
を

申
告
し
て
精
算
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
度
の
確
｛
疋
保
険
料

と
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
は
五
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
四
月
と
い
う
の
に
松
之
山

は
、
ま
だ
す
っ
ぽ
り
と
雪
の
中
に

う
ず
く
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
春
の
訪

ず
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
松
之
山
町
も
昭
和
六
十
一
年
度

に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
柄
、
』
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
も
広
報
担
当
と
し
て
五
ケ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
役
立
つ
広
報
と
な
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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